
分掌・学年会 各部・学年会の重点目標 　　内　　容 教員評価
保護者
評価

生徒評価 学校評議員・学校関係者評価委員コメント 肯定的評価
の割合（％） 評価

教務部 授業指導の改善工夫
考える授業、自分の考え
を表現する授業、互いに
学び合う授業の展開

1.9
72%

1.9
61%

1.9
77%

70% B

１年学年会 学習習慣の確立と基礎学
力の養成

家庭学習の習慣化と
基礎学力定着のため
の指導

2.2
62%

2.2
71%

1.9
74%

69% B

２年学年会 基礎学力の向上と定着
授業・試験のための予
習・復習と課題等の確
実な提出

2.0
58%

2.0
76%

1.6
88%

74% B

３年学年会
学習習慣の確立と進路目
標の達成と進路保障

主体的な学習活動へ
の支援

1.8
73%

1.8
93%

1.5
91%

86% A

キャリア教育の実践
2.0
61%

1.9
72%

1.5
85%

73% B

進路実現に必要な学
力・スキルの向上

1.9
69%

1.9
77%

1.8
78%

75% A

 ヒューマン
ライツ部

図書館利用の増加と読書
環境の充実

各種通信や移動図書
館等による読書案内

2.0
51%

2.4
46%

2.2
55%

51% C

保　健　部 健康管理の意識と
能力の育成

生徒の健康状況の把
握と教職員の生徒理
解の促進

1.6
85%

1.9
78%

1.8
85%

83% A

１年学年部 諸活動への積極的参加
部活動、生徒会活動
及び学校行事等への
積極的な参加

2.0
65%

2.0
81%

1.7
85%

77% A

２年学年部 進路志望の具体化

具体的な進路選択へ
の支援と生徒面談、保
護者面談及び進路検
討会の実施

1.8
54%

1.6
90%

1.4
94%

79% A

部活動、生徒会活動、
ボランテイア活動、及
び学校行事等への積
極的な参加

1.7
73%

1.5
93%

1.3
93%

86% A

個に応じた進路保障
1.7
69%

1.7
93%

1.4
92%

85% A

総　務　部 広報活動の推進
積極的な情報提供及
びホームページの充
実

1.4
65%

2.1
72%

2
56%

64% B

基本的生活習慣の定着
各種の生徒指導の実
践

2.3
65%

2.3
58%

1.7
82%

68% B

社会的モラルの向上
1.9
73%

1.9
77%

1.5
91%

80% A

学校行事、部活動、生
徒会活動への参加

1.8
77%

1.8
85%

1.5
91%

84% A

人権教育の実践
1.8
81%

2.0
66%

1.5
87%

78% A

各種奨学金の紹介
1.7
73%

1.8
83%

1.7
76%

77% A

環境整備と美化
清掃の充実と生活環
境の美化・整備活動

2.1
62%

2.2
58%

1.7
81%

67% B

健康維持と感染予防の意
識の高揚

たよりやホームページで
の健康啓発と感染予防
の徹底

1.7
81%

2.0
74%

1.8
78%

78% A

国際科
異文化理解と共に生きよう
とする態度の育成

地域や文化を理解する学
習活動の展開・コミュニ
ケーション力の育成

1.7
64%

1.9
72%

1.2
89%

75% A

１年学年部 基本的な生活習慣の確立
校則の遵守と自己理
解を深める生徒の育
成

2.3
60%

2.1
81%

1.7
86%

76% A

２年学年部 基本的な生活習慣の育成
校則の遵守と規則正し
い生活リズムの育成

2.3
54%

2.0
72%

1.5
88%

71% B

３年学年部
ホスピタリティ精神とコミュ
ニケーション能力の育成

基本的生活習慣の確
立と人権感覚の向上

1.9
73%

1.8
80%

1.4
93%

82% A

総合評価 1.9
68%

2.0
67%

1.6
83%

75% A

【総合評価】　A・・・良い（75％～）　　B・・・概ね良い（60%～74%）　　C・・・あまり良くない（40%～59%）　　D・・・良くない（～39%）

人権教育の計画的・組織
的な取り組み

・さまざまな講演を設定し、広い視野の育成を目指した。
◆学年部の意見を取り入れ、講演講師との打ち合わせを綿密に行うことで、生徒に対して必要な知識・姿勢
を育成できる講演を設定する。

※【教員・生徒・保護者の評価】
１･･･できた・良かった　　　２･･･ほぼできた・ほぼ良かった
３･･･あまりできなかった・あまり良くなかった　　　 ４･･･できなかった・良くなかった
５・・・わからない・答えられない

・健康維持と感染予防に対する活動で高評価を得た。
◆健康診断や健康観察、コロナ感染予防に対する諸活動を積極的に実施できた。
◆保健委員による昼食時の注意喚起や教職員の見回り等実施できた。

・生徒からの評価は概ねよい。外国人講師との交流会やイングリッシュデー、各種講演会、研修旅行などを
今年度は実施することができ、学習を充実させることができた。
◆教職員評価では、「分からない」の評価が多く、活動内容を学校全体で共有できるように努める。
◆大学での体験授業の実施など国際科独自の取組を広げ、生徒の語学力や学習の意欲の向上を図り英検
や韓国語、中国語検定の合格を目指す。

 ヒューマン
ライツ部 ・各種奨学金の周知については、保護者宛文書・スクールメール・ホームページ・個人対応などできめ細かに

対応できた。
・特に支援が必要な家庭についても個別に対応することができた。
◆引き続き正確な対応、手続きを行う。
◆奨学金に対する意識が高まるような働きかけをする。

保　健　部

・課題の提出は概ね徹底されたと思われるが、予習や復習習慣のある生徒は少ない。１年次と比べ、個々で
見るときちんとしようとする姿勢が見られる生徒が増えた。
◆課題や授業の取り組み方に対する生徒と教員の認識の違いを埋めていく必要性がある。
◆試験への取り組みが悪い生徒に対する個人指導を引き続き行う。
◆自分の目標に見合う、また自分のスタイルを大切にした主体的な学習を推進する。
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・清掃・美化活動について、概ね評価を得た。
◆各清掃場所で、積極的に取り組む姿勢が見られた。
◆ゴミの分別も習慣化し、なるべく出さない状況もある。
◆一部の生徒で清掃や身の回りの整頓について十分な取り組みができていない生徒がいるので根気よく指
導していきたい。

・人権教育ＨＲの授業に向けて、学年部とも協力して時間をかけて計画的に準備を進めることができた。２年
部では例年にはない新たな課題について取り組むことができた。
◆生徒の実態を踏まえて課題の選定等について更に検討を重ねる。

・学校や社会のルールを守ろうとする態度を養うことは概ねできたが、少しのことだから大丈夫という考えが
まかり通る場面も見られ、今後指導に工夫が必要えある。
・心根が優しく、他者に寛容・親切でありたいという思いはあるが、想像力や表現力を欠くために相手へ思い
が届かなかったり、意に反し得、結果として他者を傷つけたりするケースも見られた。

・教職員からは概ね高評価を得ている。
・掲載した内容について、他県からも反応があり、学校の情報を幅広く周知できているものと認識している。

・コロナ禍での教育活動が継続しており、学校訪問、体験活動等が十分できなかった。
◆総合的な探究の時間を有効に使い、キャリア教育を計画的に実行していきたい。
◆コロナの取り扱いが変わろうとしている今、学校訪問、企業訪問を積極的に計画する。
◆生徒、保護者にとって、有意な情報が提供できるようにする。

明るく豊かで活発な生活態
度の育成

３年学年部 学校生活の充実

・生活リズムを崩している生徒、自己中心的な身なりをする生徒には、声かけや指導を丁寧に行ってきた。
◆出席や生活リズムが気になる生徒については、すでに各担任を中心に声掛けや指導を行っておりそれを
継続する。身なりについては各教員の協力をこれまで以上に仰ぎながら指導を継続する。

・図書委員会発行「図書館だより」と司書発行「金の壺」を発行できた。
・クラスや教科とも連携をして、貸し出し冊数が増加した。図書館利用のマナーも向上した。
・校内読書感想文コンクールを実施し、県コンクールでも２名の入賞者が出た。
・集団読書が２クラスで実施され、その成果物を図書館に展示することができた。
◆図書委員会の活動を更に活発化させる。
◆クラス、教科とも連携をして、調べ学習用の蔵書や設備を充実させ利用の機会を増やす。

生　徒　部

重点目標
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 キャリア
 教育部

一人一人の特性と希望を
生かした進路の実現

・教員のアンケート回答において無回答が多いのが気になる。

・学力の向上については、外部評価は難しいので、教員の評価が大切
であるので、全教員で評価してもらいたい。

・ＩＣＴ機器の利用は、教員の負担が多くなっていると思うが、ＩＣＴ機器
は利用の仕方次第で、効果的な学習につながるので引き続き利用す
るとともに、利用方法の工夫を望む。

・学年間で評価に差があるのが気になる。原因を確認し対策してもら
いたい。

・キャリア実現のために、新聞の読み方を指導して、情報を得るとよい
のではないか。３年生では、新聞の切り抜きを書写する課題がでてい
たが、引き続き実践してもらいたい。

・本と触れ合う機会が増えるよう工夫をお願いしたい。

・読書や新聞を読むなど授業以外で、社会に出て必要な力をつけても
らいたい。

・公民館との交流を通して学校と地域との連携を深めている。引き続き
地域とつながってもらいたい。
・地域との連携についての評価項目があるとよい。

・広報活動について、ホームページを見ない人にどうすれば見てもらえ
るようになるか考えてもらいたい。地域と連携してホームページをア
ピールしてみてはどうか。

・学校の名前も中も変わっていることをもっと広めていくとよい。

・自分の目標をもち、前向きに取り組んでいる生徒が多くいることを聞
いている。引き続き、生徒に目標を持って取り組ませるよう先生方に応
援していってもらいたい。

・全体を通して、昨年度評価と今年度評価のＡ～Ｃはほぼ同じである。
悪い評価については次年度、重点的に改善できるようお願いしたい。

・入学当初より部活動入部率が低かった。部活動を「苦しいこと、時間を取られること」ととらえて敬遠している
ふしもある。入部した生徒たちは意欲的に活動していると考えている。また、生徒会活動や校外での各種ボ
ランティア、発表会には自発的に参加した生徒が見受けられた。
◆部活動の魅力を伝える手段の検討。各種課外活動には引き続き案内と声掛けをしていく。

・みだしなみを中心に引き続き指導を行い、生徒の規範意識を育成する必要がある。
◆様々な機会を捉えて、『生活の手引き』に記載されている本校のきまりを確認する場を持つ。
◆全教職員が協力し、『生活の手引き』に即し、違反している生徒に継続的な指導ができるよう働きかけを行
う。

・コース制（エリア選択）が始まり、手探りの部分が多いことも教員の肯定的評価が低い要因の一つと考えら
れる。生徒面談では生徒の長期的スパンを見据え、必要な個に応じた支援ができた。また、オープンキャン
パス報告書等を利用し、生徒自身の自己理解が進み、自分の将来についての考えを深める支援ができた。
◆引き続き、個人をよく観察し、各個人への進路実現に向けて支援を行っていく。今後は、見通しを立てて、
現実的に自分の力で、自分の道を拓いていくという意識を生徒に持たせる指導を行いたい。

・生徒の自己評価は高い。教員とのギャップを埋めていく必要がある。
・服装、私物の管理、環境美化、場に応じた言動、SNSの使い方など面談や全体指導を通じて行ってきたが
継続指導が必要である。
◆言えば分かる生徒も多いので、身だしなみ・清掃等、その都度、個々に対して継続的に丁寧な指導をして
いくことで生徒の成長につなげたい。

・９０％以上の３年生が１２月までに進路を決定している現状は、「学ぶ」ということを苦手とする生徒にとって
は、自らの能力をさらに高めて挑戦しようとする気持ちが持てないことの原因の一つになっていると思われ
る。
◆日常の学校生活の中での指導を徹底するとともに、一人一人の進路希望が達成できるように支援する。

・生徒の健康状況の把握と教職員の生徒理解への参加において高評価を得た。
◆担任や学年会、ＳＣ等との情報共有が密に行えた。
◆支援委員会や職員会議等で情報共有ができた。
◆研修会を通して教職員の生徒理解の意識も向上した。
◆本人の健康観察入力の習慣化は不十分であったが、行事において活用できた。
◆保護者の欠席連絡入力は習慣化し、共有することができた。

・生徒会執行部員・３年生を中心に学園祭等の行事に意欲的に取り組み、充実した活動を行った。各種活動
を通して生徒自身の成長にも繋がった。また、生徒会執行部や３年生の活躍ぶりをみて、多くの生徒が生徒
会執行部に加入した。今後の生徒会活動の更なる活性化が期待される。
◆生徒自らがより主体的に活動するよう支援していく。

・教科によっては、例年と比較して学力が伸びている教科もあるが、全ての教科で学力を定着させる取り組み
が必要である。
◆まず全員が学習にきちんと向かえる環境をつくること、および、個人指導等の手当てを教科教員の協力を
得て行う。

・キャリア教育部との連携のもと、担任と全ての教職員の協力を得て、面談や個別受験指導に取り組み、生
徒が自身の進路やキャリア形成について自分なりによく考え、納得する進路を切り開く支援ができた。

・互いに学びやすい環境が形成され、充実した授業が行われた。提出物や定期テストへの取り組みも概ね良
好であった。
◆教科横断的な学び促し、生徒が自分の生活の中で学びを生かしていけるよう、指導法を工夫することが求
められる。

・後輩たちに良き規範となる態度で取り組めた。仲間同士で意見を交わし、より良いものにしようとする姿勢
が各々の学校行事で見られた。

令和４年度　重点目標についての学校評価（内部評価及び外部関係者評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松江市立皆美が丘女子高等学校

上段：評価（１～５）の平均値
下段：肯定的評価の割合（％）

概評（・）と改善策（◆）
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・タブレット、電子黒板、プロジェクタが有効に活用され、授業の工夫に取り組んでいる。
◆公開授業を今後も継続し、授業力の向上を目指す。
◆授業改善に関わる教員研修の案内を適切に行い、参加を呼びかける。
◆まつえ学について、さらに授業内容の充実を目指す。


